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第2地点

第2地保は撹乱を受けているために，土器の出土量が少ない。第 73図:1---9の土器カ総量で

ある。 ]---3は字宿上層式. 4は弥生式土の破片である。 4はきわめて焼成が良く，器面は磨かれて

いる。 6は丸底. 7 ---9は平底である。第2地点も字宿下層式の時期から遺跡は成立していたもの

と恩われる。

第3地点

Aトレンチ

(第40図:] 8・]9.第73図:10---5])

第1地点と同様の様相を示している。第 40図.1 8・]9は面縄東洞式である。第73図:10 

は面縄東澗式， 1 1 ---] 3は線刻文土器である。]3の土器は砂粒を混じ焼成良好で，滑石を含む，

土器の質から見て縄文と考えられる。]4は回線文土器， 1 8は嘉徳E式土器. 19・20・25 

---2 7は面縄西凋式土器. 28 ---40は字宿上層式a，4]はやや上げ底をなす底部である。

4 2 ---4 9は弥生式土器である。いずれも胎土に砂粒を混じ，焼成は良好である。 42・47は

同→国体とみられ，紅絹色を呈し，ナデ仕上げで，断面台形の凸需を 1条めぐらす費形土器である。

4 3・46は断面三角形の凸帯貼り付け， 4 6は刻目を施している。壷形土器の破片であろう。

4 4・45は断面三角形の凸宇野をめぐらす費形土器破片である。 49は細い線で彊形の文様を描い

た壷形土器の破片であろう。以上の土器は後期に該当するものと考えられる。 48は胎土に砂を含

むもので，焼成は普通である。顕部に低い三角の凸帯をめぐらし，口縁部は外反する器形で，費形

土器の破片である。火熱によって焼け，内外面に気泡のような小集がみられる。弥生時代前期に属

するものであろう。

50は土器片に加工した土製円盤， 5 1は滑石製品の破片である。

Cトレンチ

(第 73図.5 2---6 4，第32図)

遺物包含層が1層で，範囲もせまく遺物は少ない。主として字宿上層式を出土するが，若干字宿

下層式がまざっている。

52は面縄西洞式， 6 0---62は喜念 I式， 5 5は喜念 I式に近いものであろう。 64の土器は

弥生式土器の破片である。胎土は粒子が細かで焼成は良好である。内面は箆削りの跡をのζし，凸

帯以上は横ナデ仕上げである。断面三角形の凸帯を1条めぐらす。弥生後期の墾形土器である。宇

宿上層式K共伴すると思われる。他はみな字宿上層式であるが，小さな平底の底部が2個あり，外

面は磨いたようにみえる。壷形土器の底部であろう。



-77-

第32図第3地点 Cトレンチ 出土の上層式底部
周辺遺跡

保育所建設地出土遺物

(第72図:1"'" 2 7 ) 

保育済建設基礎工事中に，第2地点との境界付近より出土した土器である。 1の土器は2条の，

帯状に施した沈線聞に，刺突文，刻l目などを描くもので，との類は第21図 13 "'" 1 6，第29 

図:7・18などと近い。 2・3は嘉徳 IA式. 3は滑石を含む。 4・5は面縄西洞式， 6は弧文

を有する特色のある土器て滑石を含んでいる。 7・8は面縄西澗式， 9は喜念 I式， 1 0は宇宿上
層式bである。他字宿上層式である。

大瀬遺跡係集遺物

(第72図 :28""'37)

砂採掘場より表面採集したものである。弥生中期の遺跡と考えられる。 28"'"3 1は張り出した

凸鯵又は口縁部で， 2 9の土器は姿形土器の口縁部で.同類はサウチでも発見されている。

32は断面三角形の巴滞を付着した墾形土器である。 35は費形土器の闘部で，お議文が施され

ている。 36は梢々上底の充実した建形土器の脚台である。 37は弧状の外耳を有する菱形土器の
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破片である。サウチでも同類の出土がみられたが，弧状の外耳を有するととが，弥生時代中期に平

行する ζとがいよいよ確実になった。(河口)

註

1. 河口貞徳 “奄美における土器文化の編年について"“鹿児島考古9号"鹿児島県考古学会

問和49年6月

河口貞徳他 “嘉徳遺跡"“鹿児島考古10号"鹿児島県考古学会 昭和49年 12月

2. 註(1)に同じ

3. 河口貞徳 “嘉徳遺跡"“鹿児島考古 10号"鹿児島県考古学会 昭和49年12月

4. 註 (3)Iζ同じ

5. 註 (3)I乙同じ

6. 註(1)1L同じ

7. 河口貞徳・出口浩 ・本田道輝 “サウチ遺跡" 笠利町教育委員会 昭和52年

須恵器

ほとんど3層および4層からの出土で， M-7・8・9・10区が出土量の大半を占める。いず

れも小破片ばかりであり，賓がそのほとんどで.壷 ・鉢・椀などはそれぞれー・二点を数えるにす

ぎない。全般的にみて，器面調整上で目立つζとを要約すると，つぎの三点となる。

① ロクロ自の左回りと右回りが相半ばする。

②櫛描波状文のモチ一つをへラ描き沈線(白木原和美氏が説く類須恵、器の一本借きの波線)で

表現している。

③格子自のたたきを内面l乙施しているものがある。

費(口縁者~)

(第 74図)

1は口縁部の小片で復元口径約 12 cm。口縁部は稜線を設けて直立し突帯をめぐらした形になる。

内面は口底部に近く一世浅い凹みを施している。色調は青灰色で，割れ口はセピア色，横ナデで仕

上げてある。右回りロクロ使用。 2も1とほぼ同形態のものとみられるが， 復元口径がやや大きく

約 14 c閣をはかる。右回りロクロ使用。 3は復元口径は約 14cm。色調・仕上げは1と同じである

が，端部が大きく外に開く点が異なる。 4も1と同類の小片て'あるがやや焼成が軟弱である。右回

りロクロ使用。

5の口底部内側は丸味をおびているが，外側は回転台利用のへラなでにより稜線を形成する。二

段口縁を思わせる屈曲が内面にみられるが，小片のため全貌は不明である。色調は内外・胎士とも

青灰色を呈する。 9は口縁端部外側を突帯状lζ作り，内側は対照的に浅い凹みを施す。色調は内外，

胎土ともに青灰色を呈する。 7の口縁端部内側は玉縁状，外側は山形突待状でかつ稜線を形成する。
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色調は内外ともに青灰色，割れ口は泥褐色を呈する。 4の口居部は丸味をおび，内側に浅い凹みを

もっ。色調は内外ともに青灰色，割れ口はセピア色を呈する。 14は口縁端部外側に稜線をもった

突稽をもつが，内側に凹みはみられない。色調は内外・胎土ともに脊灰色を呈する。 15は 14と

同類もしくは同一個体とみられる。とれらは左回りロクロで調整されたものである。

1 6・17・18・20は顕部の小片で口縁端部を欠く。 16の復元顕部外径は約 12 c情。色調

は灰褐色を呈し，胎土に小量の石英粒がまじり，焼成良好。 17の色調は内外と色に青灰色。割れ

口はセピア色を呈する。内面に青海波状のたたき目がみられる。 18・20は， 1 7と同類とみら

れる。 ζれらは右回りロクロで調整しである。

へラ描き沈線の波状文

1 9・21・22・23・24・25・26は，いずれも墾の胸部片で，外面は平行たたきをす

り消し，肩認にヘラ描き沈線の波状文を施す，櫛摘波状文をモチーフにしたものと考えられるが，

衝循きでなくヘラ楢き沈線になっている点が特徴といえる。しかも波状文はー列のみでなく，四列

ほど繰り返されている。いずれも小破片のため，四列までしか確認できない。内面は左回りロクロ

使用のカキ目で仕上げられている。とくに21は，輪積み→たたき目→カキ目という調整の手順の

痕跡を残している。

無顕壷・録・椀

6は無頚壷の口縁部小片で， 復元口径約 14ClII。色調は内外ともに青灰色，胎土はセピア色を呈

する。横ナデで仕上げられ，口縁端部はへラなでKより平坦に作られている。10・11・12は

鉢状の器の口縁部である。 10は復元口径は約 16Cl11。口唇部は内側が鋭角1(.，外側が鈍角になる

よう平坦におさえられている。色調は内外が青灰色，胎土がセピア色を呈する。 11は突帝状lζ外

側iζ稜線をつくり，内側l乙浅い凹みをもっ。色調は 10とほぼ同様であるが若手色がうすく，焼成

はや宇軟弱である。12は外側K稜線をつくる突帯をもつが，内側に凹みがない点が 11と異なる。

1 3は琢または椀の口縁部で，色調は外側が青灰色，内側，胎土は暗燈褐色を呈する。 焼成はやや

軟弱である。これらは右回りロクロ調整l乙使用している。

墾(胸部)

(第75図・第 76図 ・第79図)

器面の調整技法を観察した結果， つぎのように類別できる。外面ではA平行たたき， 8平行たた

きをすり消す， C平行たたきの上に短目，。格子たたき， E格子たたきをすり消す，の五通りの技

法がある。内面ではa平行たたき， b平行たたきをすり消す， c平行たたきの上κ掻目， d格子た

たき，ー格子たたきをすり消す， 千格子たたきの上を刷毛なで，句格子たたきの上l乙掻目，h掻目，

i青海波文， J青海波文の上に掻目，の十通りの妓法がみとめられる。内外両面の技法の組合せか

ら眺めた場合，本遺跡¢哩は 16種類とみなされる。全般的にみて，平行たたきが主流をなし，格

子たたきは外面にあるものは3点で，むしろ内面にあるものの方が 15点と類例が多い。以下外面

の器面調整を大文字で，内面のそれを小文字で表記し， 大文字，小文字の組合わせで類別して説明
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する。

1. Aa型 第76図9・H ・H ・..灰褐色を呈し，粗砂粒がまじり焼成は良好。

2. A b型第 75図4・5・7・第50図3……灰渇色を呈し，焼成やや軟質。

3. A g型 第 75図1]…・・脊灰色を呈1ノ，焼成は良好。

4. Ah型 第75図1・H ・H ・..内外面は青灰色，割れ口はセピア色を呈し，焼成は良好。左回り

ロクロを使用。

5. A i型 第76図]0・…・淡茶褐色を呈し，焼成は良好。

6. B b型 第75図15・第46図3…・・・育灰色を呈し，焼成は良好。

7. B c型 第79図1・5…・・・1は灰褐色を室し，焼成は良好。右回りロクロを使用。 5は青

灰色を呈し，焼成は良好。左回りロクロを使用。

8. B e型 第75図6・8・第46図4・5・6・第50図4……灰褐色を呈し，焼成は普通。

右回りロクロを使用。

9. B f型第75図3・11……内外面は青灰色，割れ口はセピア色を呈し，焼成良好。

] O. B g型 第 75図]2・13・第50図 1……内外面は青灰色，割れ口はセピア色を呈し，

焼成良好。左回りロクロを使用。

1 1. B h型 第75図2・9.…・・2は淡熟島色， 9は育灰色を呈し，焼成は良好。左回りロクロ

を使用。

1 2. B j型第75図4……内外面は育灰色，割れ口はセピア色を呈し，焼成は良好。右回りロ

クロを使用。

13. Cc型 第 76図]2…・・内外面は青灰色，割れ口は茶褐色を呈し，焼成は良好。左回りロ

クロを使用。

] 4. D e型 第75図14…・・外面は淡褐色，内面および胎土は燈褐色ぞ呈し，焼成はやや軟質。

] 5. E c型 第79図2……一青灰色を呈し，焼成は良好。右回りロクロを使用。

16. E e型 第76図 2."・H ・..灰褐色を呈し，焼成は普通。

以上の分類にもとづき器面調整の技法を要約すると，左回りロクロを使用したものは，外面は平

行たたきをすり消すものが主で，内面はすり消しまたは掻目の技法を用い，右回りロクロを使用し

たものには，外面に格子たたきが含まれ，内面はすり消しの他に青海波文が用いられる。また内面

の格子たたきは，両者ともにみられる。

底部片

(第76図・第79図)

小破片のため要・壷・瓶・鉢などの推定をしかねるが，ほとんどすべてが平底である。

第76図 14は灰褐色を呈し，石英細粒が多量まじり，焼成は良好である。また左回りの倦きあ

げ演を残す。 第76図 ]5は青灰色を呈し，焼成は良好。乙れらは左回りのロクロで器面調整を行

なっている。
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第76図 12・13は青灰色を呈し，焼成も良好で，右回りロクロで器面調整を行なっている。

第76図8は底部径 7c閣の琢の破片とみられる。外面は灰白色，内面は淡茶褐色を呈し，焼成は

良好である。側面からは高台の有無はわかりにくいが，揚げ底型の付け高台である。右回りロクロ

で仕上げを行なっている。

第79図6は脚付の底部で，粘土塊を鮎付けて三脚にしたものか，小片であるために全貌は不明

である。内外面は灰褐色，割れ口は淡茶褐色を呈し，焼成は良好である。右回りロクロで調整して

いる。

南島にみられる須恵器については，須恵器と良く似た焼きものではあるが，異なる点があり 「類

nl 
須恵器」と呼ばれているか，ととではその違いにまで追究ができなかったので， í~頁恵器j として

記述した。

破片はかなり多くの出土がみられたが，そのほとんどが費形土器の破片と思われ，他の器種は少

なかった.特に界や椀は見当らなかった。へラ楢沈線の詑状文治湾攻点みられたが， ζれらはその時

期押安末~鎌倉棚と推測されている?)

また中には第44図 1......3の口縁部等，様式N(6 C後半)にあたるのではないかと恩われる破

片もあり注目される。(平田信芳・出口)

註

1. 白木原和美 「南西諸島の類須恵器J ( 11 えとのす~ 9号 ) 1 9 7 8年

2. ] IC閉じ

※ 須恵器の執筆については県文化課平田主任研究員の協力を得た。

膏~，

(第79図・第80図)

青空Eは約30点出土したが，大部分は 1層から3層の聞にみられる。小片ばかりであるが推定復

元可能なものは，ほとんど図化してあげた。

ζζでいう青査は糊薬が青色を呈したものだけでなく，白色に近い青灰色をなすもの，茶黄色を

呈したもの，くすんだ緑色を呈したものなどを含めた。

q測が青味を帯ぴた緑色の発色をするもの。(第 79図:7・9・]0・1]・ 13・15・

1 6 ) 

7は外面i乙蓬弁の文様を有し，口縁部は外反する。 9は外面l乙蓮弁を有し，内面lζ草花文とも思

われる曲線文を有する。内聖母気味の丸味をもっ体部で口底部を除いて艶がみられなし、断面では紬

薬料享く観察される。 9・10・は内轡気味に直口をする体部を有する。内外無文である。くすん

だ緑色を呈している。]0は口縁部附近を除いて貫入がみられる。いずれも椀と思われる。13・

1 5・16は高台が断面四角形を呈する。 13は見込と高台内面K軸がみられない。見込部Kはロ

クロ目の跡が残り， 高台内面は，かき取った痕跡がみられる。 15は腰部でやや内管気味にカー
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ブし，口縁部近くで内面に稜を描いて外反する特徴をもっ。高台内面，畳付部分K紬はみられない。

荒い貫入がみられ，外面には蓮弁文様を有する。 16は底部の器肉が厚い。軸は高台内面中心部付

近を残して全面K施される。露胎部分は縄色を呈し，施紬された境の部分は茶褐色を発色している。

②軸がくすんた帯渇色ないし茶黄色の発色をするもの。(第79図:8・12・19・20・

21・22.第80図:1・2・6) 

8は口縁部が外反し，口底部はや』丸味をおびている。 12は直口気味に外反する口縁部を有し，

端部口禿になっている。外面に蓬弁状の文様を有する。 19は内底見込Kへラ描の文傑を有する。

底面はやや上げ底を呈し腹部あたりまで施軸されていない。ロクロ痕があざやかにみられる。 20

は内面に文様を有するが定かで、ない。 21・22は内面に飛雲文を見る。乙れらはいずれも貫入が

みられる。

1 • 2・6は茶黄色を呈い色調がにぷ、い。細かい貫入がみられる。 1・6は外面に蓮弁文様を

有し， 6は内面にも櫛描文を有する。

告湘が白色に近い灰青色の発色をするもの。(第79図17・18 ) 

1 7は高台内面の一部を除いて施軸されている。荒い貫入がみられる。 18は全体lζ施軸されて

いる。高台内面中央部はやや尖り気味である。

④粕が白，ないし灰色を帯びたうす緑色を呈し発色の悪いもの。(第80図8) 

高台が断面四角形で浅く切り上げ，器肉が厚い。高台部畳付およびその内部は露胎である。 全面

に細かい貫入がみられる。

自姿

(第 79図:1 4，第80図3---5・7・9・10)

約 10点の出土できわめて少量である。

①玉縁状の口縁を有するもの(第80図 :4・5・9・10 ) 

4は灰白色を呈し発色は良くない。 5・9は乳白色を呈する。 9は小さい断面三角形状の口縁を

なす。 10はやh褐色ぞ呈し，細かい貫入がみられる。勅は全体K薄自にかけられている。いずれ

も椀の破片と考えられる。

②口縁部外反のもの(第80図 3) 

口縁部で外反し，内面中位に沈線状の浅い段をもっ。外面は口底部下に浅い回線がみられ.箆錨

きの文様が観察できる。

③ま部 (第79図14・第80図7) 

1 4は台形状の低い高台をもっ。高台内面には軸がみられない。 7は灰色がかった粕が体部下半

まで施されている。下胸部から高台部へかけて，箆削り Kよる調整のあとがみられる。見込みはや

やにと、った白色の粕を受け，貫入がみられる。

白
乙れらの育変，臼変を「九州歴史資料館研究論集4J の資料を参考にして比較検討してみたい。

まず青査においては，①は蓮弁文の特徴から I類らに，②は飛雲文や皿の相似より， [!顛41L相
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当するものとみられる。いずれも竜泉窯系青変である。 I類4が 12世紀中葉から 13世紀初頭，

I類5が13世紀中葉1r.1t定されている。

臼査は玉縁日縁が特徴であるが，①はH• m類に相当しよう。また底部は外面下半の箆削りや同
部分の無軸などやはり類似の特徴を有している。細く高L塙台は V類に類似しているo 1 1世紀中

葉から 12世紀初頭にあたる。

乙れらはいずれも少量であり，また破片のため，資料としては不十分であるので確定的な見方で

なく，推測としておきたい。

染付

(第80図11.......30)

30片ほどの出土がみられたが，小破片が多かった。図示可能なものは全部記録した。

1 1・13・14は淡い青色ないし乳白色を呈する。やわらかく外反する椀の口縁部であろう。

1 1・13は口底部内側カ漆褐色を呈し，無軸である。 12・17・20・22・23は全体に薄

青色を発色し，外面に呉須で文様を描いている。 12は口縁附近で急』ζ外反し，その部分lζ内面2

条外面 1条の横線を描く，外面文様は草花文であろう。器肉はうすい。 17は口縁部内外に横線，

外面は山水文様を描く。貫入がみられる。 22は湯飲み茶碗と考えられる。外面口縁下部に横線1， 

腹部附近にも草花文様?がみられる。 23は腰部へかけて急にすぽまる。淡い青色で草花文様を施

している。見込みは無軸である。 18は角皿の破片で、ある。比較的厚い。口縁端は平坦函を有する。

内面に濃青色で蛸足文外面に花文と蛸足文を複合した文様を施す。

1 9は小皿の口縁部である。口底部内面に鉄軸がみられる。内面l乙波文が儲かれている。器面の

色調は乳白色をなす。 21は皿の破片である。灰色がかった青味をもっ。内面l乙草文を描く。見込

み粕がかかっていない。

1 5・16・28は腰部から口縁部へかけてやや丸味を帯びてふくらんだ高台付の椀である。

1 5は薄青色で外面いっぱいに草花文を口縁下内外に横位2条の横線を描いている。 16は細く内

傾する高台を有す。色調はうすい灰色を呈し外面K山水文を，内面には見込のまわりに2条の円を

描いている。 28は直立する細くとがった高台を持つ。外面口縁下部に2条，高台部外面に 2条，

内面口縁下部l乙1条，見込みのまわりに2条，横線をめぐらしている。外面に竜文巻描く。貫入が

みられる。

24・25・26・27・29・30は高台付の底部である。高台は全体に細く高い。 24は小

形の椀で，底部から直線的に口縁部へ伸びる。色調まうす育色で，畳付部を除いて全体i乙軸が施され

ている。高台部外側に横線 1条，外面l乙円文が見られる。高台内中央部はやや尖っている。荒い貫

入がみられる。 25は24と同じ器形であるが，やや腰が張る。全面に施軸されている。綾部と高

台部i乙横線を描き，高台内面には「大日jの字が観察できる。灰色を呈する。 26は杯部が皿状に

伸びるが，器形は不明である。軸は青白色をなし，見込みと高台内部に文様を施している。高台部

外面iζ2条の横線をめぐらす。畏付部は粕が溶けて砂粒子が附着している。高台部内面を除いて貫
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入がみられる。 27は灰青色を呈し発色はにふ、い。下鋼部から上方へなだらかなカーブを錨き，安

定したすわりである。高台付け根部は内面にひび割れの亀裂がめぐり接合の状態を示している。畳

付部を除いて軸か施されている。外面下胴部lζ1条と高台部外面に2条償線が描かれ，内面見込み

に草花文，まわりに円を描いている。 29は淡青色をなし細く高い高台を有する。軸は全面にかか

っている。外面に線文を描く，内面は見込』ζ文様を描き，外周に円を表わす。

30は高台付け根部の外面とその下位K横線文見込周囲に2条の円を循く線文がある。畳付け部は

粕が溶けて粒子が附着している。内面に貫入がみられる。

ζれらの染付については.破片も小きくまた少量 のため遺物の説明だけにとどめておきたい。

ンツキタブク聞の出土の施軸陶磁器と類似しているように思われる。

(註)

白木厚和美 「南西諸島の類須恵器J (Wエトノス J9号) 1 9 78年

(21 石器

本遺跡において. 1 2 0点の石器を発見した。主要なものをあげると， 石斧，殻石，凹石，磨石，

石皿等である。石核や剥片を利用した醗器や用途不明の加工円撲をはじめ砥石や研磨器など特殊な

ものもみられた。また弥生時代のノミ形石器と思われるものもあり注目を号|く。チャートや黒輝石

の剥i片および重飾品や石棒なども乙の項で説明する乙とにしたい。人骨に伴う石器については，人

骨の項で説明する。

なお出土地区，層，重さ，石質等は第4表l乙記載したので，本文では省略する。

①石斧(第81図・第89図)

的打製石斧(第81図]) 

1. 刃部が細いがほぼ短冊形をなす。頭部と側縁部に自然面を残し，他は荒い剥離が加えられて

いる。 一面は凹み状の轡曲をなす。刃部の作りも鈍い。長径9.]C/fI.短径4.4C/fI.厚さ2.25舗を

測る。

(ゆ局部磨製石斧(第81図4.......8. ]0.......12) 

5は，身から頭部へ細まる。績断面扇平をなす。表面は光沢をもつほど砥磨されているが，裏面

は打欠痕を残している。側面は自然面を残す。身の下半分を欠いている。7・8・10はいづれも

頭部の破片である。 7は両面および側縁部に研磨函がみられ，頭部は調整f!灘面を残す。 8は表面

のみ研磨痕がみられ，他は打製である。 10は頭部およびその周辺部を除いて研磨されている。い

ずれも績断面は扇平である。 4は刃部の破片である。縦l乙嫁疲がみられる。 6は措置形をなす。両面

に研磨痕がみられる。刃部と頭部は殻打によって摩耗しており，議石として二次使用したものと思
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われる。側面部は摺って調整したあとがみられる。長径6(JI，短径5.45C111， 厚さ2.8舗を測る。

] 1， 1 2は前述の石斧と異なり大型で重量がある。]]の平面形は刃部と頭部の巾がほぼ同じ

で，断面形は一面が肥厚している。両面とも磨製のあとがみられるが，部分的に自然面を残してい

る。刃部は鈍い。縦方向の篠痕がみられる。長径16.3 C1II， 短径9.4C1II， 厚さ 6舗を測る。 12は

頭部へややほそまる扇平な礁を利用し.一面は密に他面は粗に磨いている。側面部は自然面を多く

残す。刃部は鈍い。両方ともに縦断面の片面が緩かなカーブを描き，他面は複雑である。縦 19C111， 

横]1 C1II， 厚さ 5.45 c躍を狽IJる。

(苛麿製石斧(第81図2・3，第89図7) 

2は両刃で両面および側面部も滑沢を有するほど磨かれている。 3は刃部を欠くが，媛形をなし

頭部の打演を除いて良く磨かれている。 7は小形でよく整った石斧である。頭部を欠いているが，

良く研磨おれた薄手の両刃を持つ。横断面は扇平をなす。

ζれらのほかに石斧の小破片がみられた。(第81図9，第89図2.......4 ) 

2は頭部， 3は刃部， 4は側面部の破片でありすべて器面は研磨のあとがみられる。 9も同様で

あるが，石斧のどの部分にあたるかは不明である。

②畷器(第 82図 1.......1 ]，第83図1.......3 ) 

川原石を打ち割って，剥片や石核を利用し加工を加えて石器としたものをあげた。残核色含めた。

例制片石緑(第82図1.......8 ) 

1・4は属平な剥片の周縁部が摺られ摩耗している。一端をリタッチし，調整を加えている。一

函iζ自然面を残している。 6も開業な破片であるが側縁部を使用している。 2は剥片の側縁部I乙チ

シピンク》滴されている。

3・5は半円状の剥片の弧にあたる部分を摺って使用している。 3はうすく扇平で二面ともなめ
らかである。

7は舌状の剥片の周縁部l乙細かなチョッピングを施し刃部を形成する。表面にも頭部より平行な

動雌を行っている。自然面が少し残っている。

8 は縦長の~J片の側面部と先端部に厳打痕がみられる。

({)石核石器(第82図9.......1 ] ) 

9は掌大の扇平な自然礁の割れ部i乙チョッピングを加えて刃部を形成する。]0は剥片の側片部

を摺りに使用し，下部は殺打痕が明瞭である。]0は円礁の苦手jれ部に細かな剥離を加えている。際

自体は元来厳石だったと思われ， 頭部および中央部に犠打痕が強く残っている。

わ)残被(第83図 1....... 3 ) 

1・3は円礁の縁辺部に多くの荒い剥離が施されている。

@厳石(第83図2・4.......1 ] ，第84図1.......17，第85図].......9 ) 
厳石は本遺跡で最も多く出土している。タイプも傑々なものがみられる。
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(ア7扇平な円擦を利用したもの(第83図，第 84図10・11・13""17)

1 0 0 0 ~前後のかなり重い扇平円礁の周縁部を叩いて使用している。 5 は平面略円形巻なし，

側縁全面を使用している。摺りにも兼用している。 8は同様に縁辺を使用し，稜をなして面ができ

ている。頭部および両面中央部にも厳打痕がみられる。縁辺は磨石としても使っている。 9は半欠

品であるが，中央部l乙両面とも殻打による凹みがあり，下端部は大きく面をなして商了面が広がっ

ている。 10はやや厚みのある円礁を利用し，上端および下端部に厳打面がみられる。両側縁部は

わずかに摺ったあとがうかがわれる。両面中央部はわずかに殻打による凹みがみられる。 11は円

礁の先端部をわずかに利用している。 16は約昌色l乙風化の伽唱しい。上下端と両側縁部，平面

中央部に鞭打痕がみられる。 17はサンコ'礁で軽い。断面周平な擦の先端部κ予定い叩きの跡がみら

れる。

第83図2・4・6・7，第84図10・11はいずれも円礁の破片で側縁部や頭部に殻打痕を

有している。

(イ)掌大の扇平円擦を利用したもの(第84図 1"" 9 ) 

乙ζで4埠にすっぽり入る比較的小形で軽いものをとりあげた。短径5・6cmから長径は 10 C1II 

以内，重きも 100""200~ のもので，いずれも断面扇平ないし楕円形をなす。 1 ・ 4 は長軸線

の上，下端縁部に叩きがみられ， 2・3はひとつの側面をのぞいて他の側縁部にみられる。 6は上

下と両側面部を使用している。 9はシルト岩質の硬質の礁で石斧の二次使用と考えられる。側面部

に叩きがみられ，他は自然面と破砕面である。 7は風化が激しく器面に砂粒が浮き出ている。 周縁

部全部を使用している。

(ウ)扇平円礁のひとつの側面部だけを利用したもの(第84図 12・14・15，第85図4) 

比較的小形で軽い馬平円礁の直線的なカーブをもっ側縁部で厚みのうすい部分のみを利用してい

る。 12は他の側縁部も利用している。頂部乙t¥蹄函を有す。 14・15は縦長の側面のみ使用し

ている。厚さがうすい。 4は側縁部の厚みのうすい方を利用する。上下端部にも殻打痕がみられる。

(司棒状円礁の頂部と他の織部を利用したもの(第84図 17，第85図1""3・5，，-9)

横断面が円ないし，楕円形を呈する棒状の円際の頂部と相対する端部に蔵打痕を有する一群であ

る。 2・5・6は殻打面が強くみられ，激しく使用したζとを物語っている。 3・7・8もわずか

にみられる。 3は両面中央部に凹みがみられる。 1は平面石鹸形，断面扇平形をなし，上端部と下

端部とその周辺は厳打による調整がみられる。両面中央部がやや凹み厳打を受けている。 7は扇平

薄手，端部に使用痕が認められる。

④ 凹石(第85図10"" 1 3，第86図1・2・5) 

第85図3のごとく他石器で凹石を兼用するものがあ ったが， ζ乙では凹石だけをとりあげた。

1 0は破砕された円礁の中央部が浅い凹状を呈す。厳打痕は放射状l乙周辺部に広がっている。

1 1は断面四角形をなす小さい円礁の両面Ic:..一面は1.5cm，他面は2cmほどの直径と，深志 5J!1I

ほどの限られた凹を有する。 12は部分的に赤褐色を呈する石皿の破片である。おそらく熱を受け
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て割れた破片を凹石に利用したものであろう。表裏共に荒い打痕がみられ，小さい凹を有している。

1 3は自然円磯の一面に3X3C111の浅く広い凹を持つ。 1は属平な自然円礁の両面に浅い凹をもっ。

四方の側縁部に殻打痕がみられ厳石にも使用している。火熱を受け赤掲色を呈している。

5は扇平な破砕擦の表面と裏面に凹みを持つ。前者は直径3C明，深さ 1C111て情り鉢状にていねい

に施されており，用法の違いを思わせる。裏面は浅い。 2はほぼ六面体をなす不安定な礁の一面を，

周辺を残して内部を浅く掘りくぽめている。他の2面にも浅い凹みがみられるが加工かどうか定か

でない。乙れも用途の巽なるものであろう。背面は細いひび割れが走り急激に熱を受けた乙とを示

している。

⑤磨石(第 86図4・6----12)

1 0は長径 16.4 5 CIl，短径 11. 2 5 C1II，厚さ 4.9C111， 整った優品である。断面肩平形て表裏と

も良く研磨されている。両側縁部とも面をなしている。 6は定形品であるが周縁部1(4ケ所の綴痕

がみられる。面をなすまでには至っていない。 8は両側縁にわずかに使用痕がみられる。 12は破

片であるが，両面光沢を有するほどみがかれている。側縁部も下端も使用のあとが著しい。 7・

1 1は同様の破片である。 4・9は半欠品である。 4は破砕面の周辺部を使用している。 9は扇平
円燦の周縁部l乙磨面がみられる。頁岩製である乙とが他と異なる。

⑨ 石凪(第87図1・2，第88図1・3......7 ) 

2は完形品である。今回発見のものでは最も大きい。平面略長方形をなし，背面部はややふくら

み不安定である。皿部は中央部に浅く内聖母する。また周辺部同緬のS臓がみえるほかは.使用に

よって摩耗している。側面部K調整剥離のみられるほかは，背函部まで自然面が多く残る。皿部を

除いて，赤褐色を呈した部分が多く火熱を受けたものと推定される。背部と側面の部分的な期jれ面

は火熱によって生じたものであろう。長径36 C1II，短径 23.6CJ1， 厚さ8.9C111， 重さ 13.7 k9で小

児による持ち運びは困難であろう。

1は2に比べてひとまわり小さい。一部分を欠いている。平面は略方形に近い。断面は薄〈扇平

であり，皿部は中央部を中心』ζ凹状に湾曲している。側縁部に蔽打調整のあとがみられるほかは自

然面を残している。背面はややふくらみを有し不安定である。全体l乙砂粒が固着して器面を覆って

いる。特i乙皿部lと著しい。破損したあと火熱を受けている。背面の側縁部よりに融打による凹みが

みられるが，石皿を転回して，安定した背面を使用する時，中央部をはずして，やや斜面部κ力点

を加えるのが注目される。

3は血部が浅い凹状を皇し，器面は摩耗している。他は自然面を残す。 6はほぼ完形である。長

軸にそった両側面も磨かれて摩耗している。側面から皿部にかけて火熱を受け赤褐色lζ変色してい

る。

4・5・7は両面共l乙使用されている。 5は皿部の器肉がうすくなり，両面とも摩耗が激しい。

一面は僚痕が2つの方向からみられる。砥石に再利用したものであろう。なお側面部も磨いて調整
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を行っている。

1は大形の石皿の破片である。皿部周縁部が蒲鉾形i乙隆起している。全面赤褐色に変色している。

⑦砥石(第90図 10)

1 0は長輸の一端は僚打調整をなし，他端は破砕面である。長輸にそう 4面のうち，最少面を除

く3函を使用している。面中央部に浅い凹状を呈する。角を利用して横位に2本の小さな切れ込み

もみられ，細い俸状の器具の調整に使用したことがうかがわれる。 M-6区の集石内より出土した。

⑨研麿穂(第90図2---4・9) 

巾51111以内で先端部の丸い凹線をなす砥磨痕を残す燦片である。

2は軟弱な砂岩である。両面に2本みられる。 3防j、片であるが複雑な割れで7面を有し，うち

一面の破砕商を除いて5本の回線が交差して観察できる。 9はやや大きい機片の一面K直線をなし

て，深さ 4.11で明確に残~れ，他面にはX字状に交差して凹線がみられる。あと一面は浅い凹みを

なしている。

41ま扇平なうすい小撲の上面にカーブを摘いて残されている。

⑨卵形醸(第89図15---20)

亀卵大以下の大きさの擦が6個出土した。横断面円形を呈し，酎I痕や燦痕~有している。 ]5 ・

1 7・18・20は球形. 16・19は鶏卵形をなす。 17は頁岩製の小礁で，表面は磨かれ光沢

を有する。他はすべて砂岩である。

⑩加工円畷(第90図1・5・8) 

卵形際と似ているが，宿り面が函として残るものをまとめた。 1は小さい自然円撲の長軸にそう

四面のうち二面は摺られており，一面は平坦になっている。

5は掌大の自然円撲を利用し，上下二面，他に三面を有する。面と縁辺部に鍍疫がみられ，磨石

とも考えられるが，多面体の特徴からζの項で記述した。 8は上部が欠損しているが，扇平でほぼ

六面体をなす。側面部と下端部が摺られて平坦面を有している。

乙れらの石器は面が細やかであり，特殊な磨石ないし砥石的な用途巻なすものではないかと考え

る。

⑪ 石製加工品(第89図11.第 90図6・7) 

伺にどのように用いたか不明の特別な石製品を2点あげた。 6は償断面略三角形，平面長方形を

なす。側縁部一面が，割れており，現形は不明である。長方形をなす面の長輸にそって巾5.4C111か

ら2.8cml乙台形状の凹みが作られている。巾広い側縁部の方は割れていて不明，他方は欠損部はみ

られないが，凹みは限られていない。凹部は摺ったり，磨いたりした痕跡は認められない。長径
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9.9 5 C1I，短径3.85C11， 厚さ 2.1c閣をiJ{1回。砂岩製である。

7は平面二等辺三角形をなし，横断面は不規則な四角形をなす。凹部を除いて全面砥磨が施され，

滑沢を有している。凹部はー商は自然面であるが，他踊¢頃部Eくは打欠によって譲睦されている。当

初石斧かと思われたが，刃部にあたる部分に面をもって平に磨きあげているので，別品とした。側

面も片面はていねいな研磨がみられ，頭部付近では縦に，中ほどでは績に嬢痕が走っている。岩質

はシルト岩である。

] ]は半月形をなす加工品の半欠部分と恩われる。平面形は側縁が弧状になだらかなカーブを描

き，他は直線となるか，挟りを入れたあとが2条みられる。横断面扇平をなし，ややくぼんだ自然

面を残して全面に光沢を有する研磨が施されている。 0-7区一7層のピット内出土が注目される。

砂岩製である。

⑫石製黍飾品(第 89図]2.......] 4) 

いずれも穿孔を有する。]2は直径3.4C1I，厚き 2.3C1Iの平面円形，断面楕円形を有する加工品

で，中心部を境l乙半分欠損している。中心部に直径 417111の穿孔がみられるが，破裂はとの部分から

はじまっている。表面は摺って円形に調整したあとが，生々しくみられ，摺ってできた多くの面や

擦痕が縦横に走り，製作時の苦闘のあとがうかがわれる。表面磨研の状態にまでは至っていない。

] 3は平面略三角形，断面扇平t，!小石の一部分に，斜め}ζ穿孔がなされている。表面は光沢を有

する。

] 4は平面不定形，断面属平の小石の中央部に直径lC1lの孔が斜めに穿たれている。孔部側壁は

固形物が附着し，なめらかではない。表面は自然函を残している。

⑬石棒(第88図2，第99図10 ) 

2は扇平な自然礁に全面に荒い厳打調整を行なって粗製lと仕上げている。表裏面および側面部に

自然面を残す。下面近くを殺打によって浅い溝状に削り，側面部は深く挟りを入れた形状を呈する。

下面は自然函を残している。高さ]1.2 c澗，巾 10.8 5 C1I，厚さ 7.35 C1Iを測る。 M-7区6層出

土。

] 0は断面楕円形の俸状の上部に，半球形の頭部を形成し，接線はくぴれ状I乙鋭く表現している。

裏面と下面に自然面を残す。男複を象徴したものと恩われる。長さ 3.73 C1I，巾2.8C1I，厚さ2.]5 

舗を測る。 M-5区7層出土。

⑭ その他(第89図5・6・8・9) 

5は黒曜石の剥片で他はチャートの残核である。 8は側縁部にチヨタピンク・が施されているが，

全形は不明である。

⑮ ノミ形石器(第89図]) 
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第4表石器出土一覧表

人 石斧 康題 厳石 凹石 書石 石皿 砥石 qf曹司書 日間関膿
加工 石製

璽飾品 石俸 Eパ
曹勧』、
その他 計円・ 加江渇 影石現

M 1 1111 

M s 
5111 
6111 7圃1 7層1 5 

6・1
M 6 

集石1

語?集石2
5.1 
集石1 集石1 16 

5層 1 6層1

M 7 
集石1
6111 
5届2

6・1 6層1 6層1 6膚 1 6層1 15 -6i層2
6・4

M 8 6層1 6111 6圃I 6層】 4 

M 9 6層1

M 10 5層1 6層2 4届1 4 

M 13 7層1 1 

M 16 
7腸2

3 
2層 1

x 7 6層2 2 

Y 7 1帽1

A 7 4層1 l 

D 7 3属 1 5.1 2 

G 6 4届1 4膚 1 人骨1 人骨l 4 

G 7 5113 6111 5層 1 s 

7 5圃2 7層1
S届1
6111 1圃1 6層 1 6層 2 1111 11 

6層 1

J 7 6圃1 6・1 2 

N 7 3凋l 7層 I
S層2
6層2
5層1

6層l 7膚 1 6112 15 
6層3 7膚 1

。7 6111 
6層1 6111 7"1 5 

7属1

F 7 4層1 8・2 8膚1 E層1 7111 7鳳 1 7 

JI{ 
6層1

2 

A 

ト慣乱 1 2 

レ

:" I !. ~ 
-1.9 

2 

チ

.石 1 

C 2 2・1
F 9 3層 1

そ西崩れ 1 

の

他 表傑 1 1111 2 

計 16 13 35 7 9 9 4 6 3 3 3 2 1 I 4 1 11 
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弥生時代に伴う特殊な石器として別にとりあげた。

平面長方形，断面扇平をなし，頭部を欠領している。両側面は丁寧な研磨調整で仕上げられてい

る。一面は自然面を残して，表面調整を行ない，他面は器面が剥落している。片刃の刃部先端は平

坦面が残り，鋭さを欠いている。長さ 3.1c爾，巾 2.6 CII，厚さ1.3舗を測る。

以上石器について説明を加えてきたが，全体をとおして気づいた点について述べたい。

(乃石器の種類が多種にわたっている ζと。

付)石斧や重飾品など一部を除いたほかは，ほとんど砂岩の撲を材料として使用していること。

(労様器，厳石，磨石等にみられるように，自然様や剥片の手ごろなものを利器として簡単に利用

している ζと。

(司石斧は局部磨製石斧が大半を占めているととと，大形の石斧がGー7区一5層下から 2本まと

めて出土したこと。とれらの石斧は重量が 1835 i'と 1307i'と1kgをはるかに越し，また

刃部も鈍く，他と用途の異なるものであろう。

(坊厳石の出土量が他に比較して多く，また種類も多岐にわたっている， 1000i'前後の大きい

属平円礁の周縁部全部を使用するもの。掌大の属平円擦の周縁部一部を使用するもの。属平円際

(lJ 
のひとつの側面部だけを使用するもの。縁状円磯の上・下織部を使用するもの に分けられたが，

対象物に応じ，用途i乙応じて自由に自然擦を使い分けたものと考えられる。

今回の調査で多くみられた員殻類，獣骨類，魚骨類等の調理に果した道具としての役目と.石組

住居祉内に山のように堆積した磯群との関係など興味深いものである。

(対石皿は大形のものを含めて7偶の出土がみられたが，欠損しているものが多かった。またほと

んど火熱巻受けた痕跡がみられる乙とが注目される。

(劫砥石，研磨器など，特殊な道具が数点出土しているが，乙れらを使って伺をどのように磨き，

研ぎ，摺り，尖したのかおもしろい問題である。特に研磨器はM-6・7区の6層に集中してお

り上層式の時期に該当するものである。竜郷町の手広遺跡にも同様のものが出土している?

石製加工品としてとらえた第10図6は，断面3開.......5.11の凹部がみられるが，前記の研磨器と

異なり，摺ったり，磨いたりした痕跡がなく，別の用法を考えざるをえない。類例を待ちたい。

紗)卵形の礁で若干の加工が認められるものをあげたが，他にも自然際として処理したものが多く

みられた。出土状況によっては石弾としてとらえることもできるが伊今回も基槌資料のひとつと

して記録しておきたい。サウチ遺跡(4)や渡呉知東遺跡(5)にも出土例が知られている。

例特殊な石製加工品として記述した第90図7は，岩質，形態等から一見石斧と恩われるが，刃

部l乙相当する部分に函を有する点で異なっている。利器としての機能でなく， ~IJの用途に使用し

たものであろうか。

(オ第 89図13・14は穿孔の伝された小石であるが，積極的に人聞による加工痕とも認めがた

く，自然石の感なきにしもあらずである。】 4の孔は自然には決してできないという意見(6)もあ

り，念のために記録した。今後の資料に待ちたい。
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(坊黒曜石やチャートの制片および残核が数点出土したが，貴重な材質であるだけに，その製品お

よび原石の拘置路等今後注目されよう。

防石俸，霊飾品，石製加工品(第89図11 )石ノミ等，特別品がみられるが，縄文文化や弥生

文化と奄美先史文化とのつながりを追究する上で重要な資料である。

同出土状況は第4表で示した。 M-6区の集石内， M-7区一6層に出土量が多い。上層式の時

期に該当する。またN-7区にも多く，石組住居祉の近接部に集中している ζとが注目される。

種類としては厳石の出土が最も多い。石斧が2位を占めるが， G-7区5層に3個集中してい

るζとが注目される。(出口)

註

1. 読谷村教育委員会「渡具知東原Jー第 1........2次一発姻調査報告書 1 9 77年3月

石器の項で， fB石槌Jとして分類され「横断面類三角形の棒状の石器で……」とあるが， ζれ

に該当するものと恩われる。

2. 奄美考古学会 中山清美氏の教示を受け，また実物の実見の機会をあたえていただいた。

3. 河口貞徳「鹿児島県高橋員塚J(rr考古学集刊，p第3巻第2号 1 9 6 5年
4. 笠利町教育委員会「サウチ遺跡J 1 978年

5. 註 1に同じ

6. 岩質鑑定の際，石川秀雄教授によって教示をうけた。

(3) 貝器

今回の調査では，各地区より多くの貝類の出土をみた。そのうち員製品と考えられるものについ

て以下記述する。(但し装飾品と考えられるものは別項に記述する)員製品は，巻員類が大半を占

め， 3点異なるものがあるだけなのが特徴的である。

A.穿孔貝(第91図2・3，第93図 1........5，第95図 10・19・20 ) 

各地点より多量に出土している。マガキヵーィ・タカラガイ類が最も多く，他にクモガイ・ヤコウ

ガイ・スイヲガイ・チョウセンサザエ・イトマキボラ・ツノキガイ・オキニシ・シラクモガイ・オ

ニコブシ・ギンタカハマ等多種にわたっている。殻頂部や体層部背面・腹面を打ち欠いたものであ

るが，ごく小さな穿孔のものと，比較的大きな穿孔のものに区分できる。小さな穿孔は不整形のも

のが多く，乙れは身をとり出すのが目的で穿孔きれたものではなかろうか。大きな穿孔のものにも

同様目的で聞けられたものも存在するであろう。大きな穿孔のもの，数カ所iζ穿孔したもの等は，

他の目的で聞けられたものも存在すると恩われる。従来穿孔貝には，呪術的な意味を考える説・装

飾品としてとらえる説・貝錘とする説・貝輪未成品説等があるが，今回の調査での出土状況ではい
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ずれとも判断のつかないものが多い。ただ員種から考えて，貝輪未成品とは思われないものが多い。

以下特徴的なものをあげる。

第9]図2 スイヲガィである。全体的に磨滅しており，管状頼もほとんど欠けている。体層腹

面に2.......5cmの不整形穿孔をもっ。前溝に接する管状腺が両面から磨がれて鋭利にされているのが

特色である。利器として使用されたのであろうか。第E地点A卜レンチより出土したものである。

第9]図 3・第93図 1.......5 第皿地点Aトレンチより出土している。第91図31とみられるよ

うな震口部に径1.5cmくらいの穿孔をしたヤコウ貝が2点，第 93図 1.......5にみられる背面部を穿

孔したタカラガイ 5点(穿孔部分いずれも磨滅)が近接して出土したが，撹乱層と思われるので出

土状況自体は意味あるとは考えられない。ヤコウガイ穿孔部は形を整えてあり意図的である。

第95図]0 良種不明の巻貝である。体層部背面・側面・腹面それぞれ一孔ずつ穿孔をする。

背面は不整形であるが，側面・腹面は穿孔部を磨って整えるものである。

第95図]9・20 タカラガイ背面を穿孔したもので， ] 9は側面・腹函・内面ともに細い線

刻を施したものである。 20は穿孔部を磨って整えたものである。

B.貝匙状加工品(第92図]....... 8 ) 

一般に貝匙と呼ばれているものが 21点出土している。そのうち 20点がヤコウガイ体層部を切

り取ったもので， 1点はスイヲガイ(?)と思われる。結節部を2条残し，内面はゆるやかK笥曲する。

縁辺部を磨ったものと，切りとったままにしているものがあるが，内外面ともに特別な加工は見ら

れない。表面が剥離して真珠光沢をなすものも認められる。 92図 1だけは表面を磨研して整える

もので，あるいは他のものとは使用目的が違うものかもしれない。 92図2は螺塔部を残し，カー

ブも深いが，他はいずれも浅いカーブ，仮にスプーンとして使用するのであれば，液状のものをつ

ぐには不適当である。 92図4は一辺lと挟りを加工している。

c.貝斧(第 94図 1....... 1 ] ) 

ヤコウガイの蓋の薄い方の縁部を凹面側より荒く打ち欠いて刃部をもうけたもので，鈍器である。

同種のものは広く南島に分布し，本遺跡でも第6層を中心I乙各層から出土する。字宿上層式該当の

住居祉からも出土しているため，字宿上層式時期にも製作使用された乙とがわかるが，サウチ遺跡

では面縄西澗式，弥生前・中期層及ぴその上層から出土しており，南島において相当長期間製作使

用された定形化した利器であったととがわかる。 28点の出土のうち， 9 2図4だけは刃部を磨っ

て平坦面を形成するという特徴がみられる。

第92図9 全体的に表面が磨滅した小型のシャコガイである。肋部及'(}腹縁部を磨って平坦函

をつくるものである。第3地点Cトレンチ 2層より出土し，員製品では数少ない2枚員である。

(4) 装飾品

A，貝製装飾品
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1. 員輸(第91図1・第93図6・7) 

9 1図 1 スイツガイ製の員輸で第 1地点8層の出土である。内径縦6.2CII，横は欠損して不明

で，貝輪としては大形品に属し4本の管状聴が特徴的である。体層背面を打ち欠き，さらに螺塔部

を打ち欠く際に欠領した未成品と考えられる。背面穿孔部はていねいに磨かれているが，他は内外

面ともに自然面のままである。

9 3園6 珍らしくサラサパテイ製の貝輪である。第 1地点0-7区2号ピットより出土した。

内径は4.6C1I内外の円形をなす。殻頂部を打ち欠き，その後丁寧に調整し内孔を磨って仕上げたも

のである。他は自然面を残している。

9 3図7 メンガイ製の員輸である。背面を打ち欠き調整して内孔を作ったもので，打孔面は一

部分磨られている。内径は 5c調内外の略円形をなし，内外面ともに磨られて整えられている。

2. 垂飾品(第95図1--8) 

9 5図1--6 マガキガイ蝶犠先端を研磨・穿孔したものである。 2--5は螺塔先端部だけを切

りとっている。平面形は円形をなし，光沢を有するものもある。裏面は錬犠内の縫合部が渦巻状に

のζ っている。 95図3は径1.3C1I，同図4は径2C11である。

9 5図7・8 7はツノガイを切り取って管玉状にしたもので，表面はよく研磨され光沢がある。

内径0.8C1Iである。同図8は，巻員を丁寧に磨って作った小玉である。一面に銀塔内縫合部が渦巻

状l乙痕跡として認められる。内径0.5C1I，厚さ 0.1CIIである。

3. その他(第95図9) 

欠損品であるため全形がわからないが，ヤョウガイを裁断して形を整えたもので，内外面ともよ

く研磨して真珠光沢をなす。

B.骨製装飾品

1. 重飾品(第92図 12--17)

第92図 12は，魚の脊椎骨に一面より孔を穿ったもので，内径 lC111と 0.6C1Iである。重飾品文

は耳飾りかと思われる。同図 13・14はイノ シシ牙の一端に小孔を穿ったもので， 1 3は内径

0.2 CII， 1 4は内径推定0.4CIIである。いずれも欠鼠品で全形は不明であるが，垂飾又は腕飾りで

はないかと思われる。同図15は，比較的大形の骨端部に両側面より穿孔して穴を貫通させたもの

で，孔径0.5c初である。下端部が欠損しているが，両側面及び背部は磨り凹めて挟り状に作り出さ

れている。同図 16は，骨を調整して勾玉様の形状にしたものであるが，穿孔は背函より腹面へと

おζなわれている。推定孔径O.4 --O. 5 CIIである。上下端を欠損する。同図 17は，骨の上端lζ外

面より内面へ孔をうがつもので，表面よく研磨され光沢がある。あるいは骨針かもしれとEい。

2. かんざし(第95図 18 ) 

内外面共に一部表面が剥離し，組織が露出しているが，表面はよく調整されている。顕部をやや

凹ませて頭部をつくり出し，そ乙i乙格子状l乙細い沈線を刻u'。体部も同様手法で横位の平行沈線を

施し，そζl乙格子状に沈線を施すものである。格子文と空白部を交互にもってきて文緩効果をあげ

ている。 下端部は欠損しているが，形状よりかんざしと判断した。

3. その他(第95図 11 ) 

骨を厚さ0.8c湖程lζ切りとり， 全面よ く研磨して形を整えた小形の円盤状製品である。径1.8c鴻
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の円形に仕上げているが，用途は不明である。

C.サンゴ礁際加工品(第94図 12)

長径8CIII，短径4C111の扇平なサンゴ礁礁の片側側面Kノコギリ歯状に刻み巻入れたものであるが，

欠失している部分も多い。刻み目間に数カ所刺突して凹みを入れている。護符的なものであろうか。

(本田)

b. 自然遺物

(1)獣骨
鹿児島大学農学部教授大塚関一

11 助教授西中川 駿

今回，鹿児島県大島郡笠利町の教育委員会より調査の依頼を受けた「字宿貝塚j出土の動物遺物

標本のうち，陸棲の晴乳動物と思われるものについて，別表のように鑑定した。

出土した獣骨のうち，大多数はイノシシの骨である。イノシシは本土や九州産のものよりも小型

で，リュウキュウイノシシと推定できるが，骨端軟骨の消失した成熟イノシシと推定できる骨から

みると非常にd哩のイノシシが生息していたようである。

つぎに，骨の点数からみると多数のウシの骨片がM-19区一 1層から発掘されている。乙れら

は一頭のウシの四肢骨と推定できるが，表層近くから出土しており，骨質のいたみもそれほど著し

くなく，古い時代のウシとは考え難い。ウシの大ききは，先年同じ字宿貝塚より出土し，鹿児島県

教育委員会に保存されていたウシの骨と比較すると小型であるが，現在の和牛より幾分か小さい程

度である。

M-16区一7層より出土したと記録きれたウシの右側大腿骨の骨頭部分はMー 19区一1層出

土のウシの左側大腿骨頭と同大で，同一個体のものと考えられ，なんらかの偶然で，隣のM-16

区にまぎれ乙んだのではないかと疑われる。 A トレンチ出土のウシの骨と歯はM-19区一 1層出

土のウシより小型で，明らかに5.lIJの個体のものであるが，撹舌U嘗と集石部から出てきているので，

何時頃のウシか不明である。

また，大きさと形状から同→固体のものと推定できるウマの後臼歯3個がAトレンチの撹乱層と

集石部から得られている。乙のウマは小型で，現在のトカラ馬程度の大きさと推測する。

さらに，ただ1{固鹿の角がN-7区一7層より出土している。これには，人工的な丸い孔があけ

られている。乙の他には1点の鹿の骨もみられないので，出土層にあたる時代に奄美大島l乙鹿が生

息していた証拠とは考え難L、。
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の円形に仕上げているが，用途は不明である。

C.サンゴ「礁際加工品(第94図 12)

長径8CIII，短径4C111の扇平なサンゴ礁際の片側側面i乙ノコギリ歯状に刻み巻入れたものであるが，

欠失している部分も多い。刻み目間に数カ所刺突して凹みを入れている。護符的なものであろうか。

(本田)

b. 自然遺物

(1)獣骨
鹿児島大学農学部激授大塚筒ー

11 助教授西中111 駿

今回，鹿児島県大島郡笠利町の教育委員会より調査の依頼を受けた「字宿貝塚j出土の動物遺物

標本のうち，陸棲の晴乳動物と思われるものについて，別表のように鑑定した。

出土した獣骨のうち，大多数はイノシシの骨である。イノシシは本土や九州産のものよりも小型

で，リュウキュウイノシシと推定できるが，骨端軟骨の消失した成熟イノシシと推定できる骨から

みると非常にd哩のイノシシが生息していたようである。

つぎに，骨の点数からみると多数のウシの骨片がM-]9区一 1層から発飼されている。乙れら

は一頭のウシの四肢骨と推定できるが，表層近くから出土しており，骨質のいたみもそれほど著し

くなく，古い時代のウシとは考え難い。ウシの大きさは，先年同じ字宿員塚より出土し，鹿児島県

教育委員会に保存されていたウシの骨と比較すると小型であるが，現在の和牛より幾分か小さい程

度である。

M-] 6区一7層より出土したと記録きれたウシの右側大腿骨の骨頭部分はMー]9区一1層出

土のウシの左側大腿骨頭と同大で，同→国体のものと考えられ，なんらかの偶然で，隣のM-16

区にまぎれ乙んだのではないかと疑われる。 A トレンチ出土のウシの骨と歯はM-19区一 1層出

土のウシより小型で，明らかに'i:lIJの個体のものであるが，揖舌U薗と集石部から出てきているので，

何時頃のウシか不明である。

また，大きさと形状から同→固体のものと推定できるウマの後臼歯3個がA トレンチの撹乱層と

集石部から得られている。乙のウマは小型で，現在のトカラ馬程度の大きさと推測する。

さらに，ただl{固鹿の角がN-7区一7層より出土している。これには，人工的な丸い孔があけ

られている。乙の他には1点の鹿の骨もみられないので，出土層にあたる時代l乙奄美大島i乙鹿が生

息していた証拠とは考え難L、。
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第8表 地点，トレンチ，地層別
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(3) 貝類

鹿児島大学名誉教授理学樽士 平田国雄

1 .次に掲げる貝類目録は，昭和53年8年5日から 8月23日にわたって行われた，字宿貝塚

発掘調査の出土貝類目録である。

2.出土貝類は， 38科 120穫に及ぶ。すべて，現在，奄美の海と陸とJIII乙生息する種類であ

る。乙のうち種類の多い9科を，種数順に並べると，次のとおりである。

1. イモガイ科 ] 2種 2 7個体 6. リュウテンサザエ科 5種 2 2個体

2. タカラガイ科 ] 0 3 1 

3. アマオプネガイ科 9 1 93 

7 オオカサガイ科

8. アクキガイ科

5 

5 

1 5 

9 

4. マルスダレガイ科 8 5 1 9. イトマキポラ科 5 7 

5. スイショウガイ科 620  

3.アクキガイ科の貝は，サンコ・礁など岩礁性の海岸l乙圧倒的に多産する貝であるが，味が苦い

ので，現在も， ζの苦味を好む特殊な味覚の人以外は，あまり食べない。乙の遺跡の採集品では，

8位の5種9個体で，あまり多くない。

4.種別に個体数の多いもの6種をならべると，次のとおりである。

l アマオブネ 1 5 9個 2. オハグロガキ 10 6個 3. イシダタミ 83個

4. イソハマグリ 3 9個 5. ニシキアマオブネ 2 4個 6. ハナマルユキ 1 5個

アマオブネ，オハグロガキ，イシダタしいずれも味がよく，現在も多産する。

5.ζのほかに，ウスカワマイマイ 80個，タメトモマイマイ 64個も，個体数が多いが，乙の

2種をふくむ貝塚産出の陸産員は，すべて食物としたものではなく，ちりだめに集まっT主貝の遺

骸であると考えるべきである。

6.シレナシヲミが1個ふくまれていた。 ζの貝は現在，住用の河口干潟が生息北限と事れてい

る。

第 1]表字宿遺跡出土貝類目録

貝の種額 出 土 地 点t 区， 層 個体数

，. 貝
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にしきうすがい利
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ムラサキウズ 1. M-4. 7 ( 1 ) 1. M-5. 7 ( 1 ) 1， M-1 0， 6 ( 1 ) 3 

ギンタカハマ I，M-5， 7(2)I.M-16. 1(1)I.M-16， 7(1)1，0ー 7.4 (1 ) 5 
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第 4章 総 説

笠利町東海岸における遺跡の分布が明らかになった乙とから，海岸砂丘が内陸部から形成がはじ

まり，外洋へ向かつて進んで行った乙とが明らかになった。一方字宿員塚においても，日本全域に

おいて明らかにされつつあるクロスナ層に該当する層の存在がたしかめられたが，反面奄美の太平

洋岸砂丘遺跡は，遺物の新旧共伴の現象が見られ，これは人為的なものではなく，強風による自然

現象の結果と判断され，その原因の一半は，風力によるdeflationによるものであるととが推定さ

れた。乙のととから砂正遺跡の調査は，特に広範囲にわたって実緬するととが，必要条件となると

とが認められた。

昭和30年の調査によって，字宿貝塚において，奄美における最初の，住居祉の発見が行なわれ，

続いて沖永良部島住居員塚でも発見された。共lζ1辺約2mの方形石組住居祉であった。時期はい

ずれも字宿上層式に属するものである。今西もまた字宿員塚において，前回発見の石組住居祉と，

10mの間隔をおいて，北々西方向Ir..全く同形式，同時期，同規模の石組住居祉が発見された。

ζの住居祉の北西約6mlζは，石をあしらった，同時期の落ち込みの一部が発見されている。更に

その北西に隣接して，同時期の土墳墓iJ;配置されていた。乙れによって見ると，字宿の砂丘台地は，

宇宿上層式の時期の，埋葬墓を伴う集落地であったζとがわかる。 ζζでは，乙の時期はまだ集落

と墓域は，未分化の状態にあったと見られる。

両石組住居祉には，いくつかの共通点があるが，最も注意を惹かれたのは，両者が共同移しい

磯群に覆われていたことである。住居祉のある地点に限って，際群』ζ彼覆されているζとは，住居

祉と磯群との聞に，伺らかの結びつきがあった乙とを示すものであろう。

一般に，遺構lζ礁が多く使用されている乙とは，砂丘の固定化I乙石が適していたζとによるもの

と思われるが，石組住居祉もそのような原因によるものかもしれない。方形の住居は，切妻の屋根

形と考えられるが，夏期に南からの強風にさらされる奄美において，風の来襲方向l乙屋綬の傾斜面

を構築し，撲を屋綬lと置いて風害を防除したものかもしれない。

現代においても防風林，防風石垣，屋恨の特殊構造など，風I乙対する配慮は大きい。

石組住居祉より下層から，面縄東洞式と市来式を伴う集石群が.M-5区7層から検出されたが，

径約2mの円形石組の一部と考えられる。中央部がくぼみ，北隅』ζ木炭の集積部，それに隣接して

貯蔵穴らしい遺構があり，床面l乙3点のまとまった土器が置かれるなど，敷石住居祉の可能性があ

る。これは明らかに市来式の時期のものであった。乙の集石群の南，約3mlζは，字宿下層式の時

期の貯蔵穴群が配置されており，字宿下層式の時期の集落層が，前述の字宿上層式の集落層の下K.

重なっているζとを示している。

出土遺物については，本土との交流が長期にわたって，継続的に行なわれたζとがあとづけられ，

さらにその影響を受けながら南島の先史文化が推移して行った状態が認められた。

従来字宿貝塚では，南九州から移入された，縄文後期の市来式土器が震も古いものと思われてい

たが，今回は曽畑式かと思われる土器が.X-7区の最下層から出土したが，壁の崩援によって紛
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失し，確認するに至らなかった。

P-7区第9層， Nー7区第7層からは，貝殻条痕を有する薄手の直口で，口居部に刺突連点を

有する土器，口縁部』ζ細い凸常寄与貼り付け，凸帯には達点，器面には爪形文を施すなど古い様相を

示す移入土器が出土した。おそらく中期を下らないものと思われる。

後期になっては，比較的に多く市来式土器が移入されており，引き続いて草野式が若干見られ，

縄文晩期の黒川式が出土し，弥生時代になっては，前期，中期，後期の土器が移入，あるいは製作

されている。

移入土器の中で南島土器への影響が大きいのは市来式である。その一つは面縄東洞式と市来式の

融合という形であらわれており，今一つは器台付皿形土器の出現である。皿形土器は草野式にもあ

って，市来に引き続いて影響があったとみられる。

弥生式土器の場合，本遺跡では，影響は明らかではないが，弥生後期の土器と，字宿上層式土器

との共伴関係が明らかにされた。

南島の先史時代土器の権移を見ると，面縄東洞式では，深鉢形土器を主体として，市来式の影響

による台付回転盟号の伽乙，嘉徳遺跡では，脚台付の二重口縁土器を伴ない，なかなか多彩であるが，

主流は深鉢形土器で，函縄西澗式まで，深鉢形が継続する。しかし土器の質の面で怯，胎土Iζ砂を

混ぜて，焼成の良好な，条痕を有する従来の土器に対して，函縄西洞式は，小量ながら，砂粒を含

まず，黄褐色で，字宿お書式土器l乙類似した質の土器が同じ型式の中lζ発生する。面縄前庭式は丸

底または尖底となり， 喜念 I 式になると，器形が壷形と~形または鉢形に分れて多様化し，土器の

質も字宿上層式に等しくなり，ついに無文で壷形と墾形からなる字宿上層式に至るのである。

石器では縄文時代晩期l乙，南九州で見られるような小形石俸が発見され，弥生時代のものとして

は，ノミ形石斧が検出され，土器文化と共に石器の伝搭も行なわれた乙とを示し，技術的な面では，

サウチ遺跡で，ふいとの口，紡錘車が発見されて，製鉄・紡織の技術の伝揺を示したが，字宿貝塚

では布目痕土器が発見されて，織布技術の伝播が考えられるようになった。

埋葬については， 字宿上層式の時期は， 集落と墓域が尚分離しておらず，地域文化の特性を示す

一方，その埋葬形態には，注意すべき特色が見られる。袋状の土墳。成人女性の跨聞に嬰児を合葬

したこと。嬰児遺骸上に直接際が置かれたζと。埋葬中最後の埋土上に，清浄な砂を散布したζと

など種々の習俗が見られる。

成人女性が労働に従事した形跡がないという，特異な性格を有し，当時は重宝であると共に，祭

器であったと恩われるガラス製玉類を，顕飾として着装していた乙の女性の存在は， 当時の社会を

考える有力な手がかりともなろう。

埋葬の時期は弥生時代後期に該当するものと考えられるが，ガラス製玉類の分布が， ζの地域ま

で分布していた乙とは驚くべき ζとである。(河口)

追記C-14年代 (日本アイソトーブ協会)

コード番号 依頼者のコード C -1 4年代

N-3 37 8 ぬ1(M-7.6下貝) 3510土65Y.B.P.(3410士65Y.B.P.)

Nー3379 tu2 ( Pー7.7貯蔵穴3貝) 3600士90Y.B.P.(3500士85Y.B.P.)

N-3103 サウチDー7第7層 1920士80Y.B.P.(1860士75Y.B.P.)
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宇宿貝塚より出土
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写真E

宇宿員塚より出土した猪 ・

牛の骨および鹿の骨
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拠提
松下孝章一

奄美大島の笠利町にある字宿員塚から 2体の人骨が出土した。 1体はきわめて保存良好な成人骨

で，他の1体も比較的保存の良L噺生児骨と推測されるものであった。

との2体の人骨は別項でも述ぺられているように，考古学的所見から字宿上層式時代(今から約

2000年前)に属するものである。

奄美大島からほぼ完全な古人骨が出土したのは今回か初めてであり，南島の形質人類学の研究に

おいて貴重な資料となるものであり，詳細な観察および計測を行なった。また本人骨の特徴を明ら

か』とするために，当教室保管の弥生女性骨のうち北九州より出土したこ塚山人骨(松下，他I 1 9 

7 6 )および西北九州より出土した同時代人骨(内藤， ]971)と比較すると共に，南九州の例

として男性例ではあるが，広田弥生人骨(金関， ]959)の成績を参考として検討したので，そ

の結果を報告したい。

資料

1号人骨

頭蓋骨については蝶形骨および節骨は欠慢していたが.その他の脳頭蓋および顔面頭蓋はほぼ完

全に残っていた。また但zを除くすぺての歯が残存していた。
四肢骨についても，保存状態は良く，肩甲骨，肋骨および胸骨が破損していたが，その他の骨は

ほぼ完全に残存していた。

1号人骨は寛骨や頭蓋骨などの形態的特徴と縫合の癒合状態，歯の唆耗度および恥骨結合函の状

態から，壮年初期の女性骨と推定される。

2号人骨

幼若骨のため保存状態は 1号人骨程良くはなかった。頭査骨は 1体分残っていたが，部分的に破

損がひどく，復元は不可能であった。

四肢骨は大腿骨，腰骨，排骨および上腕骨の骨幹は左右ともによく残っていたが，機骨および尺

骨は左側のみが残存していた。

2号人骨は，出土状況ならびに残存していた四肢長骨の大きさから新生児の骨と推定される。

所見

t号人骨

事島本報告の要旨は第34回日本解剖学会九州地方会において発表した。

奇襲*MATSUSHITA TAKAYUKI長崎大学医学部解剖学第2教室(主任 内藤芳篤教授)



-211-

頭重E骨

頭査骨の主な計測{直は表 11ζ示すとおりである。

(l)脳頭蓋

上面観はRhomboides I乙属しており， 3主縫合は疎で癒着は内板にも外板にも認められない。

頭頂結節および前頭結節は比較的よく発達しているが，割緩突起は小さく，外後頭隆起の発達もき

わめて悪い。

頭骨最大長は 170"，頭骨鰻大幅は 14 9..，バツオシ・ブレク・マ高は 130..で，頭骨長幅

示数は 87.6 5となり， hyperbrachykran (過短頭)I乙属し，長高示数は 76.47，幅高示数

は87.25で，それぞれhypsikran， tapeinokran Il:属している。

次いで字宿弥生人と二塚山，西北九州両弥生人との比較を行なってみると，頭骨最大長は二塚山

弥生人の 176.43" ( 7倒)および西北九州弥生人の 178.070(15例)よりも小さし頭

骨最大幅は二塚山弥生人の 13 9.6 7"  ( 6例)および西九州弥生人の 13 9.2 7.. ( 1 5例)よ

りも大きく，従って頭骨長幅示数は二塚山弥生人の 78.57 ( 5例)および西北丸刈弥生人の 78.

2 3 ( 1 5例)よりも大きな示数債を示しており，頭型は強く短頭に傾いている。

また広田弥生人男性の頭骨長幅示数は87.8( 8例)で，過短頭を呈しており，本人骨の長幅示

数ときわめてよく近似した数値巻示している。

Tabelle 1 Sch孟del

Gehirnschadel 

1. Groste Hirnsch孟del1昌nge 170 

8. Groste Hirnsch語delbreite 149 

17. Basion-bregma-Hohe 130 

8/1 Langen-Breiten-Index 87.65 

17/1 L誼ngen-Hohen-Index 76.47 

17/8 Breiten-Hohen-Index 87.25 

23. Horizontalu田fangdes Sch孟dels 506 

24. Transversalbogen 317 

25. Mediansagittal-Bogen 368 

(2) 顔面頭蓋

{皿)

Gesichtssch証del

45. Jochbogenbreite 

46. Mittelgesichtsbreite 

47. Gesichtsh白he

48. Obergesichtshohe 

47/45 Gesichtsindex(K) 

48/45 Obergesichtsindex(K) 

47/46 Gesichtsindex(V) 

48/46 Obergesichtsindex(V) 

72. Ganzprofilwinkel 

(135) 

99 

112 

63 

(82.96) 

(46.67 ) 

113.13 

63.64 

79 

73. Nasaler Profilwinkel 82 

74. Alveolar Profilwinkel 69 

眉上弓の発達は弱く，居間部は扇平で，鼻綬部の陥凹色弱いが，前頭部はよく膨隆している。

顔面部の幅径については，頬骨弓穏が(135n)，中顔幅は991111で，高径に関しては，顔高

] ] 2 n，上顔高は63..である。従ってコルマン氏の顔示数および上顔示数はそれぞれ(82.96)， 

(46.67)で，ウイルヒョ一氏の顔示数，上顔示数はそれぞれ]13.1 3， 63.64となる。

顔面頭蓋の比較では，頬骨弓幅は二塚山弥生人の]32.67闘(6例)および西北九州1弥生人の

1 3 0.] 71111 ( 6例)よりも大きく，また中顔幅はこ塚山弥生人の10li.17..(6例)よりは小

さし西北九州弥生人の95.91.. ( ] ]例)よりは大きい。顔高，上顔高については両径ともに，

二塚山弥生人の]1 5.80" ( 5例)， 6 8.] 4回(7例)よりは小さし西北九州弥生人の
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1 04.8 9開(9例)， 6 o. 9 2 .. ( 1 2例)よりも大きい。コルマン氏の顔示数および上顔示数

は二塚山弥生人の 86.12 (4例)，50.62 ( 6例)よりも小さく，西北九州弥生人の81.7 O( 6例)

47.64 (6例)に近似しており，ウイルヒョー氏の顔示数は西北丸刈弥生人の 109.5 0(9例)よりは

大きく，二塚山弥生人の112.80 ( 4例)に近い数値となっているが，上顔示数は二塚山弥生人

の65.21 ( 5例)よりは小さし西北九州弥生人の63.4 9 ( 1 1例)とよく一致する数値であ

る。

以上のとおり，字宿人の頭蓋骨は短頭の傾向が強く，かつ低顔の傾向が認められる。

顔面角は，全側面角 790，鼻側面角 820，および歯槽側面角 69。で，やや歯相性突顎の傾向がう

かがわれる。

(3) 歯

歯は上下左右ともに第三大白歯まで萌出しているが，唆耗の程度は弱く， B rocaの1度である。

歯ならぴは整然とレているが，下顎左第三大白歯はやや近心倶ト傾いている。またカリエスが坦封

(Cg )，珂(C2)'同(Ca) にみられた。唆合型式は鰍船であり，風習的抜歯の痕跡

は認められない。なお歯式は次のとおりである。
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(: ;;開放)
四肢骨

四肢骨における主なる計測値は表2，表3，表4に示すとおりである。

(1 )上腕骨

上腕骨は左右ともにきゃしゃで，細くて短かし、。三角筋粗函の発達も悪く，扇平性も全く認め得

ない。

両側の最大長は263"，中央最大径は 181111，中央最小径は 15"，最小周は 50 JI1lであり，

中央周は右54"，左53..である。従って両側の長厚示数は 19.00で，中央断面示数は83.33

となる。

上腕骨右側の比較では，最大長は二塚山弥生人の315開(1例)および浜郷弥生人(未発表)

の26 5.0 0四(6例)よりも小さく，最小周もニ塚山弥生人の 6o. 2 0 ID ( 5例)および浜郷弥

生人の 57.221111(左9例)よりも小さい。長厚示数は二塚山弥生人の 17.4 6 ( 1例)よりは大

きいものの，浜郷弥生人の 21.43(5例)より小さく，また中央断面示数は二塚山弥生人の74.

4 3 ( 1例)および浜郷弥生人の73. 1 6 ( 6例〉よりも大きい。

すなわち字宿弥生人の上腕骨は，計測値においても観察所見とよく一致し，諸径が小さく，全体

として短かくかっ細い。

(2) 大腿骨

大腿骨は左右ともに小さく，粗線の発達も不良で，柱状形成の像は全く認められず，中央部での

断面型は横広ろの楕円形に近い。ただ両側ともに殿筋粗面の発達は必ずしも著明でないが，結節状

の第三転子(長さ 301111，幅8JlIII)が認められる。



-213 

Tabelle 2 Humerus 

(mm) 

Rechte Linke 

Grδste Lange des Humerus 263 263 

2. Ganze Lange des Humerus 259 259 

5. Grδste Durchmesser der }litte 18 18 

6. Kleinster Durchmesser der Mitte 15 15 

7. Kleinster Umfang der Diaphyse 50 50 

7a. Umfang der Mitte 54 53 

7/1 Langendicken-Index 19.01 19.01 

6/5 Diaphysenquerschnitt-Index 83.33 83.33 

計測値は最大長が右370..，左375眠中央矢状径は右22...左21眠中央横径は両側

ともに24眠中央周は右71眠左72町骨体上横径，矢状径は左右ともにそれぞれ28 0 ， 

20..である。従って中央断面示数は右91.67，左87.50を示し，骨体上断面示数は両側とも

に71.43となる。

大陸骨の比較では，最大長は二塚山弥生人の391.00(2例)および浜郷弥生人の 38 5.00 

( 4例)よりも小さく，また中央周についても二塚山弥生人の78.00悶(2例)および浜郷弥生

人の74.75 ( 4例)よりも小さい。長厚示数は二塚山弥生人の 18.85(1例)よりは大きく，

Tabelle 3 Femur 
(mm) 

Rechte Linke 

Grδste Lange des Femur 370 375 

2. Ganze Lange des Femur 368 373 

6. Sagittaler Durchmesser der Diaphysenmitte 22 21 

7. Transversaler Durchmesser der Diaphysenmitte 24 24 

8. Umfang der Diaphysenmitte 71 72 

9. Oberertrnsversaler Diaphysendurchmesser 28 28 

10. Oberersagittaler Diaphysendurchmesser 20 20 

8/2 Langendicken-Index 19.29 19.30 

6/7 Index des Diaphysenquerschnitts der Mitte 91.67 87.50 

10/9 Index des oberen Diaphysenquerschnitts 71.43 71.43 



-214-

浜郷弥生人の19.62に近い数値となっている。中央断面示数は二塚山弥生人の88.46( 2例)

よりは大きく，浜郷弥生人の 102.49 (4例)よりは小さい。骨体上断面示数は二塚山弥生人の

7 7.6 6 ( 1 0例)および浜郷弥生人の 77.96( 8例)よりも小さく，骨体上部に弱い扇平牲が

認められる。

すなわち，字宿人大腿骨においても長径，周径等が小さく，柱状形成の傾向も認められない。

(3)腰骨

経骨は上腕骨，大腿骨などと同様に比較的細くて短かく，扇平性も弱く，後面の稜形成なども見

られない。

計測値は最大長が右31 6 n，左320..，全長は右3o 9 11m，左31 2.JI，中央最大径は両側

ともに 23眠中央横径は右18四，左19眠中央周は右65111J1，左66開，最小周は左右とも

に61闘で，長厚示数は右 19.74.左19.55を示し，中央断面示数は右78.26，左82. 6 1 

となる。

腰骨の比較では，最大長は二塚山弥生人の33 1.0 O.JI ( 2例)および浜郷弥生人の317.00 

JlJI ( 5例)よりも小さく，最小周も二塚山弥生人の 69.38開(8例)および浜郷弥生人の66.45

開(1 1例)よりも小さい。また長厚示数もニ塚山弥生人の20.9 5 ( 1例)および浜郷弥生人の

2 0.3 9 ( 3例)よりも小8い。中央断面示数は二塚山弥生人の78.48( 2例)に近似し，浜郷

弥生人の73.3 5 ( 5例)より大きい。

すなわち，樫骨について上腕骨や大腿骨と同様に，短かくて細い傾向が認められ，中央断面形は

右側がヘリチカのV型で左側はE型に属している。

Tabelle 4 Tibia 

Ganze Lange der Tibia 

la. Grδste Lange der Tibia 

8. Grδβte Durchmesser der Mitte 

9. Transversaler Durchmesser der Mitte 

10. Umfang der Diaphyse 

lOb. Kleinster Umfang der Tibia 

10b/1 Langendicken-Index 

9/8 lndex des Querschnitts der Mitte 

(4) 身長推定値

Rechte 

309 

316 

23 

18 

65 

61 

19.74 

78.26 

(皿)

Linke 

312 

320 

23 

19 

66 

61 

19.55 

82.61 

右大腿骨の最大長からPEARSONの公式を用いて，身長推定値を算出すると 144.8 1 c.で，藤

井(196 0 )の方法で算出すると 143.92CIJIとなる。

身長推定値は二塚山弥生人の 148.90CIJI ( 2例)および西北九州弥生人の 147.9 1 CJr ( 8例}よ
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りも小さい。

特殊所見ー癒合椎の1例ー

第2頚椎 (Axis)と第3顕維との癒合が認められた。癒合は稚体および椎弓の全体に見られ，歯

突起がやや右側へ傾いており，膜突起は左側へ曲がっている。また椎孔も左右対称ではなく，左後

方から椎弓に強い圧力がかかったような形をしており，横突孔は左が大きく，右が小さい。

2号人骨

四肢骨骨幹の残存部分の長さは表 51C示すとおりである。

上腕骨の長さは右50.11，左 54"で，大腿骨は左右ともに6511!111，腔骨は右57問，左55..

で，各骨とも実際の長さは少なくともそれぞれの値を下るととはない。 ζの計測値を穐吉(1976)

の現代胎児骨の計測値と対比してみると，胎齢9"-'10月に相当する大きさである。時代的な差異

を考え合せ，また出土状況を考慮すると， 2号人骨は分娩後のものと考えられる。

総括および小考

1. 字宿貝塚より字宿上層式時代に属する保存良好な人骨2体が出土した。 1体は壮年初期の女

性骨(1号人骨)，他の 1体は新生児骨(2号人骨)と推測される。

2. 1号人骨の頭骨長幅示数は87.65で，頭型としては過短頭に属している。

3. 顔面では，頬骨弓幅が(1350)，中顔幅は99..で，顔高は 11 2111111，上顔高は63醐

であり，コルマン氏の顔示数，上顔示数はそれぞれ(82.96)， (46.67)で，ウイルヒョー

氏の顔示数，上顔示数はそれぞれ 11 3. 1 3， 6 3. 6 4であり，低顔の傾向が見られる。

4. 全側面角 790，鼻側面角82。および歯槽側面角69。であるが，観察上からも歯槽性突顎の傾

向がうかがわれる。

5. 歯の唆合型式は鉄状唆合で，唆耗度は弱く，歯ならぴも良いが，国，日aJ，院にカリエ

スが認められた。また風習的抜歯の痕跡はない。

6. 上腕骨は短かくて細く， 三角筋粗面の発達色悪く，扇平性も認められない。

7. 大腿骨も短かくて細く，粗線の発達はきわめて悪く，柱状形成の像は全く認められないが，

骨体上部はやや属平で，第三転子も認められる。

8. 腔骨も短かくて細く，また骨体の扇平性は認められない。

9.右大腿骨からの身長推定値は 144.8 1 C7II (PEARSON)で，低身長である。

1 O. 第2腰椎と第3頚椎とが癒合しており，第2顕椎は左右非対称な形を呈している。

1 1. 弥生時代人骨の研究に関しては，その大部分が九州および山口地方からの出土例であるが，

金関およびその門下(牛島 19 54，財津 19 5 6，金関他 1960 )によれば，北九州の遺跡(

三津，土井ケ浜)から出土した弥生人は高顔で長身の特徴が明らかにされており，乙れらの形質と

縄文時代人骨との差異をめぐって金関(1959， 19 66 )の見解が述べられている。著者(1 

9 76 )が報告した佐賀県二塚山弥生人骨の例も三津，土井ケ浜弥生人骨と近似した形質を示すも

のであった。また内藤 (1971)は西北九州の遺跡(深堀，浜郷，松原)から出土した弥生人は

低，広顔で低身長であり，弥生時代人に地方的な差異が見られるζ とを指摘している。 一方南九州

の出土例として，鹿児島県成川および種子島広田遺跡からの弥生人骨について，男性のみの例では

あるが，金関(1959，1966)の記載があり，乙れによれぽ両者ともに短頭であるが，前者
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Tabelle 5 Diaphysenlange (mm) 

宇宿.2号人骨※ 現代胎児骨(穐吉)

9 Monat 10 Monat 

Humerus R 50 55.60 0.32 61.26 1. 18 

L 54 

Femur R 65 63.20 1.35 71.85 1.58 

L 65 

Tibia R 57 56.00 1.18 62.76 1.40 

L 55 

※骨幹残存部の長径

は比較的長身であるのに後者は低身であるという。 ζれら先人の業績を背景として，字宿弥生女性

骨の1例をみてみると，すでに述べたように，短頭，低顔で，かつ低身長であり，比較群のうち男

性資料ではあるが，種子島広田弥生人骨の形質に類似点が強いものと考えられる。また本例の四肢

骨は著しく きゃしゃである。 ζのととは当地方弥生人l乙共通した形質なのか，あるいは本例のみに

見られる特徴なのかは比較資料がない現在いずれとも判じ難いが，興味ある事実として指摘してお

きたい。(欄筆するにあたり，本人骨の研究の機会寄与与えていただいた河口貞徳先生，鹿児島県教

育庁および大島郡笠利町教育委員会ご当局に深甚な謝意を表すると共1[，人骨研問についてご指導

いただいた内藤芳篤教授に感謝の意を表します。)
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1，上面

2，前面

3，側面

図版 1 頭蓋骨(宇宿 1号人骨・女性・壮年〉



2 1 9 

上肢骨

下肢骨

図版2 四肢骨(宇宿1号人骨女性・壮年〉



前面 後面

癒合椎(宇宿 1号人骨 女性・壮年〉

宇宿 2号人骨(新生児)

図版3 宇宿1・2号人骨
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